
凡事徹底

今年度、私が掲げている学校経営のキーワードは、「安心」、「凡事徹底」、「和顔愛語」の
わ げんあい ご

三つです。

安心･･････ 子どもたちが安心して学校で過ごすことができ、保護者が安心してお子さんを
学校に送り出すことができ、地域の方々が安心して見守ることができる学校を目
指します。

凡事徹底･･ 「三日坊主」という言葉があるとおり徹底してやり抜くことは難しいことです
が、平凡なことでも繰り返し取り組むよう促し、子どもたちの成長につながるよ
うにしていきます。

和顔愛語･･ 職員は子どもたちにいっぱいの愛情を注ぎ、柔和な笑顔や思いやりのある言葉
をかけて、子どもたちに寄り添う教育に努めます。

凡事徹底については、始業式や全校集会で繰り返し子どもたちに話してきており、凡事徹
底のことを次のように説明しました。

「凡事徹底」とは、当たり前のこと、普通のことを徹底的にしっかりと頑張って、いつで
も９０点以上で合格すること。例えば、元気で明るい挨拶ができて１００点の日もあるけど、
目も見ないし、声も小さい挨拶で６０点の日もある、というのでは「徹底」ではない。いつ
でも９０点以上で合格できるように頑張るぞという強い気持ちが大事。

次に、子どもたちに投げかけているキャッチフレーズ。

凡事徹底は、まず挨拶、次に整理整頓、そして名札と姿勢。

子どもたちに頑張ってほしい「凡事」はたくさんありますが、あれもこれも頑張らせては、
どれも中途半端になって共倒れになりますので、現段階ではこの四つです。本当は、一つか
二つに絞り込むのが理想的なのですが…。

月曜、水曜、金曜の朝、本部委員の子どもたちがコモンホール（玄関のホール）に立って
挨拶運動をし、特に素晴らしかった子どもを「挨拶キング」「挨拶クイーン」として昼の放送
で紹介しています。その取組のおかげもあり、挨拶はとてもよくできていて、地域の方たち
からもよく褒めていただきます。

知っている人への挨拶は徹底されてきていると感じていますが、さらに上を目指して頑張
ってほしいことは、校内のお客さんにも明るい挨拶をすることです。今、見たことのないお
客さんにも元気な挨拶をすることを頑張っています。

整理整頓については、「自分の机の上や中、ロッカーは、
自分の頭や心の中を表しているから、自分の物をきちんと
片付けることのできる人は、どんどん成長する」と説明し
ました。そして、ある日の２年竹組の机がきちんと整頓さ
れていたので、写真を撮影して全校集会でお手本として紹
介しました。

自宅のランドセルを置く場所の周りや教科書、ノートは
きちんと整理整頓されていますか？

縦も横もきちんと整頓されていた

２年竹組の教室

教育委員の方から、「愛語」とは、叱ることも含めて相手のためになる言葉のことなので、叱る
ことが必要なときにはしっかりと叱ってほしい、とご指導をいただきましたので、そのことを併せ
て心がけています。

学校報

学校教育目標：「夢に向かって高め合い、たくましく生きる子どもの育成」
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１年ＰＴＣＲ給食試食会

９月２２日（金）、１年保護者の給食試食
会がありました。給食を提供できる数は大体
決まっていて簡単には増やせないので、給食
試食会は６年生の修学旅行に合わせて行って
います。

本校の給食は、月曜、水曜、金曜の主食は
ご飯、火曜はパン、木曜は麺となっています
ので、当日はご飯の日で、献立は次のように
なっていました。

ご飯、鶏肉のスパイシー揚げ、こんにゃく
の甘辛炒め、ごまけんちん汁、牛乳

家族と一緒に給食を食べることができて１
年生は張り切ったのでしょうか、いつも以上
にモリモリ食べていたそうです。
保護者アンケートの一部を紹介します。

○ 肉・野菜とバランスよく食べられて、味
もおいしかったです。

○ あまり好きではない牛乳も飲んでいて、
おかわりもしていたので頑張っていると思
いました。ふだん見ることのない姿が見ら
れてとてもよかったです。

○ 家だと食べている途中であきてくるか、
ダラダラ時間をかけて食べがちですが、給
食は集中して早く食べ終わることができま
した。

○ 家では好き嫌いが多いのに学校では残さ
ずいっぱい食べていて、すごいなと思いま
した。

○ おいしくいただきました。家の味よりう
すく感じましたが、出汁の味がきいておい
しいと思いました。久しぶりの給食を頂け
てなつかしく、家でも参考にさせていただ
きます。

↓
塩分の取り過ぎが、がんや脳血管疾患で亡

くなるリスクを高めているため、秋田県は減
塩運動に力を入れています。

学校給食も同様で、栄養教諭は１食１食の
塩分を計算し、取り過ぎないように配慮しな
がら献立を立てています。

○ 果物などビタミンを取れるようデザート
が欲しいと思いました。

↓
デザートは、栄養価や調理作業時間、予算、子どもたちが時間内に食べきれるかを考えて

付ける日を決めています。しかし、最近は食材が高騰しているため、デザートを削って赤字
にならないように調整することが多くなりました。栄養教諭も、本当はもっとデザートを付
けたいのに…と心を痛めています。

各種大会での頑張り

ＪＦＡ Ｕ12リーグ本荘由利地区予選
Ｕ－１1の部【優勝】ニカホWin-S FC

由利本荘市少年サッカーフェスティバル
Ｕ－１0の部【優勝】ニカホWin-S FC

由利本荘市少年サッカーフェスティバル
Ｕ－８の部【準優勝】ニカホWin-S FC

魁星旗争奪少年サッカー大会
【ベストエイト賞】
６年 大日向＊＊＊

MOLDOVA CUP
スーパースプリント100ｍ
小学生女子カヤックシングル
【第４位】３年 須藤＊＊＊

TOYOTAジュニアカップ
本荘由利地区代表 ニカホWin-S FC


